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をいう．2季節以上が的中している地点数は29，74．4％

である．

　第9表には，蜘・とそれに対する予測範囲を示した．

この場合の予測的中率は69・2％（27地点）となる．雪涌

についての表は省略するが，2時間帯以上が的中した地

点数は27である．

　上で，窃・を目的変数として算出された予測値のノに

よる平均値は，ψε・．を対象（重回帰手法と同じになる）

に算出された予測値と一致する．第8表で的中，第9表

では非的中となる地点は，たとえば御前崎のように，2

季節的中したが，平均すると僅かな差で非的中，のケー

スである．

　第9表には，比較のために式（3）による推定値に平

均を加算して示した．当然，推定値は模擬予測値よりも

実測値に近い値となっている．推定値がもつ精度につい

ては，明確な統計量で表すことができるが，この精度は

必ずしも予測の当否を反映しない．この点については，

内陸における予測法を示したのちに述べる．
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